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本工法は、(株)エスイーが、漁港漁場新技術研究会による水産公共関連民間技術の確認審査（令和 7 年度）を受け、

以下の項目が評価された。 

(1) 地震時における重力式岸壁および矢板式岸壁の変位量抑制効果を有することが確認された。 

(2) 重力式岸壁の津波作用時(引き波時)における変位を抑制する機能を有することが確認された。 

(3) 重力式岸壁および矢板式岸壁において、グラウンドアンカーの張力による滑動・転倒を抑制する効果により、

地震および津波の作用に対して所要の安全率を確保できることが確認された。 

(4) 地盤抵抗を弾性範囲内に留め堤体の応答の可逆性を確保できる岩盤上に設置された重力式防波堤において、

グラウンドアンカーの張力による滑動・転倒を抑止する効果により、地震、波圧および津波の作用に対して所

要の安全率を確保できることが確認された。 

(5) 地震による衝撃荷重や繰返し荷重に対して、アンカー頭部のナット定着構造およびアンカー体の摩擦圧縮型

の構造により、機能を維持できることが確認された。 

(6) アンカー材全長を防錆油とポリエチレン被覆による二重防食構造とすることにより、漁港・沿岸環境において

確実な防食機能を確保できることが確認された。 

岸壁・護岸・防波堤補強アンカー工法 部分変更 

『岸壁・護岸・防波堤補強アンカー工法』は、地中に造成するアンカー体と構造物とを引張材で連結し構造物にプレストレスを与える工法で、

耐震・耐津波補強工法として岸壁・護岸・防波堤等の補強に用いられる。  

他の補強方法と比べて施工に必要な面積が小さく、エプロン等に施工範囲が及ばないため既存施設に対する影響を最小限に抑えることができ

ることにより、漁港の施設を供用しながらの補強工事が可能で、条件によっては、工期短縮や工事費縮減などの効果がある。 

この摩擦圧縮型・ナット定着方式によるグラウンドアンカーは、所定の施工により充分な耐力が保証され、アンカー材全長を防錆油とポリエ

チレン被覆による二重防食構造とすることにより確実な防食機能を確保しており、腐食環境が厳しい漁港施設の機能強化事業をはじめ、岸壁・

護岸等の耐震、耐津波や、耐力が不足する既設構造の補強目的で採用されている。 
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